
英
語
の
勉
強
法 

 

私
は
今
八
十
五
歳
で
あ
る
。
今
年
も
こ
の
四
月
八
日
（
火
）
、
上
高
瀬
小
学
校
の
入
学
式
に
参
列
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
の
入
学
式
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
た
の
だ
っ
た
。 

 

太
平
洋
戦
争
敗
戦
の
翌
年
、
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
四
月
、
上
高
瀬
小
学
校
で
は
な
く
、
戦

前
の
名
残
・
上
高
瀬
国
民
学
校
に
入
学
し
た
。
男
子
組
、
女
子
組
だ
っ
た
。
男
子
は
六
十
人
近
く
居
た

と
思
う
。
二
人
用
の
長
机
と
長
椅
子
、
右
隣
は
大
井
英
臣
君
だ
っ
た
。
一
年
間
席
替
え
な
し
。
生
涯
離

れ
ら
れ
ぬ
友
情
で
結
ば
れ
た
始
ま
り
だ
っ
た
。
二
年
生
か
ら
上
高
瀬
小
学
校
と
名
称
が
変
わ
り
、
男
女

混
合
の
組
に
な
っ
た
。
私
達
の
学
年
の
小
学
校
六
年
間
（
一
年
の
時
は
国
民
学
校
）
、
日
本
は
丸
丸
ア

メ
リ
カ
の
進
駐
軍
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
、
四
年
生
で
ロ
ー
マ
字
を
習
っ
た
。
そ
し
て
、

中
国
の
簡
体
字
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
画
数
の
多
い
漢
字
は
簡
略
化
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
折
角
覚

え
た
「
學
」
は
「
学
」
に
、「
國
」
は
「
国
」
に
変
わ
っ
た
。
生
徒
も
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
先
生
は
も
っ

と
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
四
月
、
開
校
し
た
ば
か
り
の
三
ヶ
村
組
合
立
東
中
学
校
に
入
学
し
た
。

未
だ
体
育
館
は
無
く
、
運
動
場
で
の
入
学
式
だ
っ
た
。
三
ヶ
村
と
は
、
上
高
瀬
村
、
勝
間
村
、
比
地
二

村
で
あ
る
。
学
校
は
現
在
の
未
来
創
造
館
の
場
所
に
あ
り
、
三
年
後
高
瀬
町
誕
生
に
よ
り
高
瀬
中
部
中



学
校
と
名
称
変
更
し
た
。 

 

一
ク
ラ
ス
五
十
人
の
五
ク
ラ
ス
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
英
語
の
時
代
が
来
る
、
英
語
だ
け
は
勉
強
し

な
け
れ
ば
と
張
り
切
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
私
は
一
年
四
組
だ
っ
た
。
学
級
担
任
は
社
会
科
担
当
の

矢
野
由
夫
先
生
だ
っ
た
。
嬉
し
い
こ
と
に
、
小
学
校
一
年
か
ら
大
の
仲
良
し
の
大
井
英
臣
君
と
同
じ
ク

ラ
ス
だ
っ
た
。
英
語
は
安
藤
陽
一
先
生
、
大
井
君
は
、
英
語
の
テ
ス
ト
は
い
つ
も
満
点
だ
っ
た
。 

 

二
年
生
に
な
る
時
に
組
替
え
が
あ
っ
た
。
二
年
二
組
だ
っ
た
。
ま
た
ま
た
嬉
し
い
こ
と
に
大
井
君
と

同
じ
組
に
な
っ
た
。
担
任
も
矢
野
先
生
だ
っ
た
。
十
一
月
に
、
高
瀬
市
（
下
高
瀬
本
門
寺
大
坊
市
）
へ

行
こ
う
と
大
井
君
の
家
へ
寄
っ
た
。
ど
う
し
た
訳
か
、
こ
ん
な
会
話
を
し
た
。 

「
大
井
君
は
勉
強
が
よ
う
出
来
て
え
え
の
う
」 

「
小
野
君
は
、
家
で
ど
の
位
の
時
間
勉
強
し
よ
ん
や
」 

「
テ
ス
ト
の
時
は
す
る
け
ど
、
普
段
は
あ
ん
ま
り
し
よ
ら
ん
」 

「
そ
れ
は
い
か
ん
わ
。
ほ
ん
な
ら
高
瀬
市
へ
行
く
ん
止
め
て
、
今
か
ら
一
緒
に
勉
強
す
る
か
」 

「
お
お
、
そ
ら
そ
れ
で
も
構
わ
ん
ぞ
」 

そ
れ
か
ら
英
語
の
勉
強
を
始
め
た
。
大
井
君
は
、 

「
教
科
書
の
今
日
習
っ
た
所
を
開
い
て
見
て
い
て
く
れ
」 

と
言
う
な
り
、
教
科
書
を
開
か
な
い
で
読
ん
で
い
っ
た
。
完
璧
に
暗
誦
し
て
い
た
の
だ
。
私
は
び
っ
く



り
し
た
。 

「
英
語
は
覚
え
る
し
か
な
い
。
覚
え
る
の
は
教
科
書
し
か
な
い
。
予
習
は
新
し
い
単
語
を
辞
書
で
調
べ

て
ノ
ー
ト
に
書
く
。
後
は
文
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
十
回
位
読
む
。
そ
れ
だ
け
や
。
復

習
は
、
暗
誦
出
来
て
い
る
か
確
認
す
る
だ
け
や
。
小
野
君
も
僕
と
同
じ
よ
う
に
し
て
英
語
の
勉
強
し
て

み
い
や
。
百
点
取
れ
る
と
思
う
よ
」 

大
井
君
は
私
に
、
か
ん
で
含
め
る
よ
う
に
、
英
語
の
勉
強
の
仕
方
を
教
え
て
く
れ
た
。
大
井
君
が
言
わ

れ
た
事
を
、
私
は
誓
い
を
立
て
て
実
行
し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
私
も
英
語
は
九
十
五
点
を
下

る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

 

冬
休
み
に
な
っ
た
。
午
前
中
は
、
大
井
君
は
野
球
部
、
私
は
陸
上
部
の
練
習
が
あ
る
。
大
井
君
が
、

「
昼
ご
飯
を
ウ
チ
で
食
べ
て
夕
方
ま
で
一
緒
に
勉
強
し
よ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
。
勿
論
私
は
即
座
に

Ｏ
Ｋ
し
た
。
私
は
母
に
、
冬
休
み
は
昼
か
ら
夕
方
ま
で
大
井
君
の
家
で
勉
強
す
る
こ
と
に
し
た
と
話
し

て
、
日
曜
日
は
一
日
中
手
伝
い
を
す
る
か
ら
と
、
父
に
頼
ん
で
お
い
て
く
れ
と
お
願
い
し
た
。 

 

大
井
君
の
家
で
勉
強
が
終
わ
っ
て
帰
る
時
に
は
、
大
井
君
は
私
に
「
帰
っ
た
ら
こ
れ
だ
け
勉
強
し
て

お
く
よ
う
に
」
と
宿
題
を
出
し
て
く
れ
た
。 

 

三
学
期
の
初
め
に
、
英
・
数
・
国
の
実
力
テ
ス
ト
が
あ
る
。
結
果
は
三
十
番
ま
で
廊
下
に
張
り
出
さ

れ
る
。
大
井
君
は
大
体
一
番
だ
っ
た
。
私
は
百
番
以
内
に
入
っ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
と
思
う
。
数
日
後



に
、
突
然
担
任
の
矢
野
先
生
に
呼
ば
れ
た
。 

「
何
だ
ろ
う
？
」
と
先
生
の
前
に
立
っ
た
。 

「
健
一
君
、
び
っ
く
り
じ
ゃ
。
今
度
の
実
力
テ
ス
ト
四
番
ぞ
。
ど
な
ん
し
た
ん
ぞ
」 

「
そ
れ
、
ほ
ん
ま
な
。
冬
休
み
中
、
毎
日
大
井
君
と
一
緒
に
勉
強
し
た
ん
や
」 

 

二
年
生
の
三
学
期
か
ら
、
大
井
君
は
生
徒
会
長
で
あ
る
。
後
任
の
学
級
委
員
長
の
選
挙
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
一
年
生
か
ら
二
年
生
の
そ
れ
ま
で
、
学
級
委
員
長
は
当
然
の
こ
と
、
文
化
委
員
、
体
育

委
員
、
図
書
委
員
、
経
理
委
員
の
何
れ
に
も
一
度
も
な
っ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
が
ど
う
し
た
こ
と
か
、

ほ
ぼ
満
票
で
私
に
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
私
は
「
よ
う
せ
ん
」
と
拒
否
し
た
が
、
矢
野
先
生
に
二

日
が
か
り
で
説
得
さ
れ
て
仕
方
な
く
引
き
受
け
る
羽
目
に
な
っ
た
。 

 

昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
四
月
、
高
瀬
高
校
へ
入
学
し
た
。
一
ク
ラ
ス
五
十
六
人
の
四
ク
ラ
ス
だ

っ
た
。
大
井
君
は
一
組
、
私
は
二
組
だ
っ
た
。
私
と
大
井
君
は
一
緒
に
陸
上
部
に
入
っ
て
、
一
日
も
休

ま
ず
練
習
に
励
ん
だ
。
一
年
生
の
終
業
式
の
前
日
で
あ
る
。
陸
上
の
練
習
が
終
わ
っ
て
、
大
井
君
と
私

は
顧
問
の
秋
山
昌
弘
先
生
に
呼
ば
れ
た
。 

「
今
日
で
陸
上
部
を
退
部
せ
よ
。
お
前
ら
二
人
は
走
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
し
っ
か
り
勉
強
し
て

大
学
へ
行
け
。
そ
れ
が
、
お
前
ら
二
人
が
社
会
へ
貢
献
す
る
た
め
に
進
む
べ
き
道
じ
ゃ
」
と
、
数
時
間

に
亘
っ
て
淳
々
と
諭
さ
れ
た
。
二
人
は
泣
く
泣
く
退
部
し
た
。 



 

二
年
生
に
な
っ
て
組
替
え
が
あ
っ
た
。
私
は
一
組
、
担
任
は
英
語
の
牧
忠
雄
先
生
、
大
井
君
は
三
組
、

担
任
は
陸
上
部
の
秋
山
昌
弘
先
生
だ
っ
た
。
夏
休
み
前
、
大
井
君
が
私
に
、
夏
休
み
中
の
英
語
の
勉
強

法
に
つ
い
て
聞
き
に
、
牧
先
生
の
所
へ
一
緒
に
行
こ
う
、
と
私
を
誘
う
。
大
井
君
は
英
語
の
学
力
は
学

年
で
ト
ッ
プ
、
私
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、
金
魚
の
糞
に
な
っ
て
付
い
て
行
っ
た
。 

「
夏
休
み
中
に
英
語
の
実
力
を
も
っ
と
も
っ
と
付
け
た
い
ん
だ
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
」

 

大
井
君
は
単
刀
直
入
に
質
問
し
た
、
先
生
は
即
答
さ
れ
た
。 

「
夏
休
み
中
に
か
。
時
間
は
あ
る
わ
の
う
。
そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
じ
ゃ
。
原
書
を
読
め
。
大
井
は
「
ア

ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
」、
小
野
は
「
ハ
イ
ジ
」
を
読
め
。
帰
り
に
政
本
の
本
屋
へ
寄
っ
て
注
文
し
と
け
。

一
週
間
も
す
れ
ば
届
く
じ
ゃ
ろ
」 

「
ハ
イ
ジ
」
か
。
小
学
校
五
年
の
時
に
読
ん
で
痛
く
感
動
し
た
あ
の
本
か
。
よ
う
し
、
高
校
生
じ
ゃ
。

今
度
は
英
語
で
読
む
ぞ
。
気
合
が
か
か
っ
て
き
た
。 

 

夏
休
み
の
初
日
に
本
は
届
い
た
。
黄
緑
色
の
硬
い
表
紙
の
分
厚
い
本
だ
っ
た
。 

朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
、
毎
日
ぶ
っ
通
し
で
十
日
以
上
か
か
っ
た
か
な
あ
。
そ
の
間
、
他
の
勉
強

は
一
切
し
な
い
で
、
辞
書
を
片
手
に
読
み
通
し
た
。 

 

二
学
期
の
最
初
の
実
力
テ
ス
ト
、
実
力
が
付
い
て
い
る
実
感
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
よ
り
う
ん
と
点

が
上
が
っ
て
い
た
。
以
降
、
英
語
の
勉
強
は
、
授
業
の
予
習
と
復
習
、
そ
れ
に
課
外
を
受
け
る
だ
け
。



参
考
書
は
一
冊
も
買
わ
ず
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
ま
あ
ま
あ
の
自
分
で
も
納
得
出
来
る
実
力
が
付
い
た
の

は
、
ハ
イ
ジ
を
根
気
良
く
読
み
通
し
た
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

 

発
達
心
理
学
で
は
、
機
械
的
記
憶
力
は
十
五
～
十
六
歳
で
頂
点
に
達
し
、
論
理
的
記
憶
力
は
二
十
五

歳
で
頂
点
に
達
す
る
と
教
え
て
い
る
。
ま
た
、
十
五
～
十
六
歳
は
正
に
自
我
の
目
覚
め
の
時
で
あ
る
。

自
分
が
自
分
を
鍛
え
る
こ
と
の
出
来
る
年
齢
で
あ
る
。
そ
の
自
我
を
鍛
え
た
能
力
こ
そ
が
、
生
涯
に
亘

り
そ
の
人
の
能
力
と
な
り
、
知
恵
と
な
り
、
性
格
と
な
っ
て
そ
の
人
物
を
形
成
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

七
十
年
も
前
の
中
学
生
、
高
校
生
の
時
の
英
語
の
勉
強
を
振
り
返
り
、
つ
く
づ
く
と
そ
ん
な
思
い
に

至
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
令
和
七
年
五
月
一
日
）

 

 


